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い
け
じ
ま
　
　
ふ
く
ま
ん

じ

大
阪
。池
島

・
福
万
寺
遺
跡

１
　
所
在
地

２
　
調
査
期
間

３
　
発
掘
機
関

４
　
調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

大
阪
府
東
大
阪
市
池
島
町

・
八
尾
市
福
万
寺
町
ほ
か

一
二
一　
一
九
九
七
年

（平
９
）
五
月
―

一
九
九
九
年
三
月

〓
一　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
六
月
―

一
九
九
九
年

一
〇
月

⑪
大
阪
府
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

一　
岡
本
茂
史

。
市
村
慎
太
郎

・
清
水
　
哲

一
一　
岡
戸
哲
紀

。
中
尾
智
行

・
福
田
和
浩

〓
一　
川
瀬
貴
子

・
亀
井
　
聡

・
岸
本
広
樹

水
田
跡

・
（住
居
址
）

縄
文
時
代
晩
期
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

本
調
査
は
、
恩
智
川
治
水
緑

地
建
設
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

遺
跡
は
旧
大
和
川
の
形
成
す
る

沖
積
低
地
で
あ
る
河
内
平
野
の

東
南
部
に
位
置
す
る
。

本
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
前
期

か
ら
現
代
ま
で
の
水
田
耕
作
地

で
あ
り
、
調
査
に
お
い
て
も
約
三
〇
の
水
田
遺
構
面
を
確
認
し
て
い
る
。
古
代

か
ら
現
代
に
か
け
て
の
条
里
型
水
田
が
顕
著
に
み
ら
れ
、
中
世
以
降
は
島
畠
と

呼
ば
れ
る
浮
島
状
の
畑
地
が
形
成
さ
れ
る
な
ど
、
当
地
周
辺
の
農
業
発
達
史
を

考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
、　
一
九
九
七
年
度
以
降
に
調
査
を
行
な
っ
た
、
そ
の

七
―
九
調
査
区
よ
り
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
た
遺
構
面
は

異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
中
世
に
属
す
る
水
田
面
や
、
こ
れ
を
被
覆
す
る
洪

水
砂
層
ょ
り
み
つ
か
っ
て
い
る
。

一
、
「そ
の
七
調
査
区
」
で
は
、
中
世
後
半
と
考
え
ら
れ
る
層
中
よ
り
卒
塔

婆
が

一
点
出
土
し
た
。
な
お
、
放
射
線
炭
素
年
代
測
定
で
は

一
四
〇
五
―

一
四

五
五
年
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

二
、
「そ
の
人
調
査
区
」
で
は
、
六
枚
の
塔
婆
を
連
ね
た
も
の
が
、
中
世
と

考
え
ら
れ
る
条
里
水
田
面
を
被
覆
す
る
洪
水
砂
下
部
か
ら
出
土
し
た
。

三
、
「そ
の
九
調
査
区
」
で
は
三
点
の
木
簡
が
み
つ
か
っ
て
お
り
、
③
は
中

世
末
頃
、
④
①
は

一
四
世
紀
頃
の
各
耕
作
土
層
中
よ
り
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　

そ
の
七
調
査
区

ω
　
。
「
（梵
字
）

」

・

環

梵

字

力

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

卜
慾

×
盟

×
釦

畠

牌

表

・
裏
と
も
墨
書
の
残
存
は
極
め
て
悪
く
、
肉
眼
で
わ
ず
か
に
梵
字
が
観
察

(大阪東南部)



1999年出上の木簡

で
き
る
程
度
で
あ
っ
た
。
形
状
は
五
輪
塔
形
で
、
下
部
に
む
か
い
矢
板
状
に
細

く
、
薄
く
な
る
。
な
お
、
風
輪
部
と
地
輪
部
の
一
部
を
欠
く
。

表
面
は
、
五
輪
の
各
輪
に
胎
蔵
五
大
の
種
子
で
あ
る

「■
１
玉
耳
Ｒ
」
が

書
か
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
下
に
も
、
文
字
が
続
く
こ
と
が
観
察
で

き
る
が
、
解
読
不
可
能
で
あ
る
。
裏
面
も
、
上
半
部
に
梵
字
と
思
わ
れ
る
何
ら

か
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
か
ろ
う
じ
て
わ
か
る
が
、
解
読
は
不
可
能

で
あ
る
。

一
一　
そ
の
人
調
査
区

〔形
明
力
〕
　

　

〔也
力
〕

ω

　

「
（梵
字
）

奉
為
□
□
霊
頓
證
チ
ロ
　
」
（
一
枚
目
）

ズ
梵
字
）

今
世
後
世
能
引
導
　
　
　
」
（一
萩
目
）

蒙
梵
字
）

無
仏
世
界
度
衆
生
　
　
　
」
（一一蔽
目
）

巽
梵
字
）

入
諸
地
獄
令
離
苦
　
　
　
」
（四
枚
目
）

巽
梵
字
）

毎
日
晨
朝
入
諸
定
　
　
　
」
谷五
枚
目
）

環
梵
字
）

文
明
十
三
年
二
月
十
四
日
」
（エハ枚
目
）

（横
木

・
裏
面
に
も
梵
字
あ
り
）

∞
卜
ｏ
ｌ

∞
∽
ｏ
×
∞
］
―

∞
∞
×
ト
ー

⇔
　

ｏ
⇔
Ｐ

塔
婆
が
出
土
し
た
の
は
中
世
と
考
え
ら
れ
る
条
里
水
田
面
で
、
厚
い
洪
水
砂

に
覆
わ
れ
て
遺
構
の
検
出
状
況
は
良
好
で
あ
る
。
塔
婆
は
遺
構
面
に
貼
り
付
く

よ
う
に
洪
水
砂
の
底
部
か
ら
出
上
し
た
。
六
枚
の
塔
婆
が
二
本
の
横
木
に
よ
っ

て
束
ね
ら
れ
、
表
を
下
に
し
て
埋
没
し
て
い
た
。
表
裏
面
と
横
木
に
墨
書
が
認

め
ら
れ
る
。

表
面
の
墨
書
の
残
り
は
よ
く
、
六
枚
す
べ
て
の
上
部
に
胎
蔵
界
大
日
真
言
の

Ｔ
質
ミ

こ
領

Ｒ

（ケ
ン
・
ウ
ン
と
フ
・
ビ
・
ア
と

が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の

下
に
は
そ
れ
ぞ
れ
違

っ
た
文
言
が
続
く
。
右
端
の
塔
婆
に
は
戒
名
が
、
左
端
の

塔
婆
に
は
文
明

一
三
年

（
一
四
八
こ

の
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
挟

ま
れ
た
四
本
の
碁
婆
に
は

「延
命
地
蔵
経
」
が
書
か
れ
て
い
る
。
廷
命
地
蔵
経

は
鎌
倉
時
代
頃
に
成
立
し
た
和
製
の
偽
経
と
さ
れ
て
い
る
が
、
地
蔵
信
仰
の
盛

行
に
伴
っ
て
広
く
用
い
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
本
来
の
経
は

「毎
日
…
」
か
ら

始
ま
っ
て

「
…
引
導
」
へ
と
続
く
も
の
で
あ
る
が
、
当
例
で
は
逆
並
び
に
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
こ
の
延
命
地
蔵
経
を
使
っ
た
例
は
岡
山
県
百
間
川
米
田
遺
跡

の
板
塔
婆
に
も
見
ら
れ
る

（建
設
省
岡
山
河
川
工
事
事
務
所
・
岡
山
県
教
育
委
員
会

『百
間
川
米
田
遺
跡
』
三

〔
一
九
八
九
年
）
。

裏
面
に
は
識
大
の

「
盲

（バ
ン
と

を
始
め
と
し
て
、
コ
尋
・母

（ボ
ロ
ン
・
ド

バ
ン
）」
以
下
六
字
ほ
ど
の
梵
字
が
書
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
判
読
は
難

し
い
。
ま
た
、
上
段
の
横
木
の
表
面
に
は
地
蔵
菩
薩
の
種
子

「
蜀

（力
と

が

六
宇
、
下
段
の
横
木
の
表
面
に
は
阿
弥
陀
如
来
の
種
子

「
傘

（キ
リ
ー
ク
こ

が

四
字
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
一異
面
に
も
同
様
の
も
の
が
書
か
れ
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
が
、
状
態
が
悪
く
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
塔
婆
は
、
真
言
宗
な
ど
で
行
な
わ
れ
る

「流
れ
灌
頂
」
に
用
い
る

塔
婆
と
考
え
ら
れ
る
。
流
れ
灌
頂
は
小
川
な
ど
の
清
流
に
塔
婆
を
立
て
る
供
養
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1999年出上の木簡

法
で
、
主
に
妊
産
婦
な
ど
の
死
亡
や
水
死
者
の
為
に
行
な
わ
れ
た
。
平
安
末
か

ら
鎌
倉
時
代
始
め
頃
に
始
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
庶
民
の
間
で
盛
行
し
た

が
、
近
代
に
な
っ
て
廃
れ
た
。
今
で
も
高
野
山
奥
の
院
で
は
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
本
来
は
ひ
と
き
わ
大
き
い
塔
婆

一
本
が
中
央
に
加
わ
り
、
七
本
の
塔
婆
を

用
い
る
形
に
な
る
が
、
当
例
で
は
洪
水
で
流
さ
れ
た
際
に
大
塔
婆
が
失
わ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
上
段
の
横
木
中
央
に
大
塔
婆
用
の
木
釘
が
残

っ
て
い
る
。

〓
一　
そ
の
九
調
査
区

〔
ム
ア
ミ
ヵ
〕

ω
　
ｏ
「
百
ぐ
ｑ
ぐ
寺

南
□
□
□

・
「
しガЧ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（μ卜牌）〉（Ｐ∞
×
］
　
ｏＰΦ

「
代
ミ

ミ
領

×
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（豪
）挙
のＸ

ｏ常

〔生
減
力
〕

「
□

□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（ＰＰ頓）益
ｏ
益

常
Φ

０
は
短
冊
形
を
呈
す
る
木
簡
で
あ
る
。
上
端
は
加
工
痕
が
み
ら
れ
、
原
形
を

と
ど
め
て
い
る
が
、
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
表
裏
面
に
墨
書
が
認
め
ら
れ
、

表
面
に
は
金
剛
界
大
日
真
言
を
示
す
梵
字
と
、
経
文
と
思
わ
れ
る
墨
書
が
み
ら

れ
る
。
裏
面
は
、
上
端
付
近
に
大
日
如
来
の
種
子
を
示
す
掩
字
が

一
字
の
み
記

さ
れ
て
い
る
。

②
は
上
半
が
五
輪
塔
形
を
呈
す
る
塔
婆
の
一
部
で
あ
り
、
下
半
の
大
部
分
を

欠
損
し
て
い
る
。
文
字
部
分
の
塗
膜
は
完
全
に
と
ん
で
い
た
が
、
風
化
に
よ
っ

て
文
字
部
分
の
み
が
凸
状
に
残
存
し
て
い
た
た
め
、
木
質
部
分
に
残
る
凹
凸
か

ら
文
字
を
判
読
し
た
。
胎
蔵
界
大
日
真
言
を
示
す
梵
字
の
う
ち
、
末
尾

一
字
が

欠
損
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
裏
面
も
同
様
に
、
赤
外
線
写
真
か
ら
文
字

の
存
在
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

①
は
②
と
同

一
地
点
よ
り
出
土
し
た
木
簡
で
あ
る
。
上
端
は
山
型
に
加
工
し

て
お
り
、
下
半
を
欠
損
し
て
い
る
。
片
面
に
前
述
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
。
木

下
密
運
氏
に
よ
る
と
、
経
文
の

一
部

「諸
行
無
常
　
是
生
滅
法
　
生
滅
々
已

寂
滅
為
楽
」
を
墨
書
し
た
木
簡
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
資
料
で
は

「生
減
」
の
部
分
の
み
が
、
か
ろ
う
じ
て
認
め
ら
れ
る
。
同
様
の
資
料
の
中
に

は
表
裏
半
掲
ず
つ
記
載
す
る
も
の
も
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、
本
例
は
裏
面
の
墨

書
の
み
が
確
認
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

釈
読
に
あ
た
っ
て
は
木
下
密
逗
氏

（奈
Ｈ
大
学
。
千
手
寺
）
の
ご
教
示
を
得
た
。

（
一　
市
村
慎
太
郎
、
三
　
中
尾
智
行
、
三
　
亀
井
　
聡
）




